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・各携帯会社でも、手話での

問い合わせや相談ができるサ

ービスが始まっています。 

・NET１１９緊急通報システ

ム（別紙参照）など安心、安

全な生活に役立つサービスも

あります。 

 

 

 

令和２年２月９日（日）ハートピア１階多目的ホールで開催されました。 

情報センター職員が講師となり約２時間。 

参加者から「もっと詳しく聞きたい。」 

との声が多く聞かれました。 

いかに情報を集め、選択するかが大切だと感じました。 

 

 

電話リレーサービスは、通信のバリアフリーの問題として取り組まれ、制度化されることを

目的に、2013 年よりモデルプロジェクトが実施しています。2018 年 11 月 7 日には国会で安

倍総理大臣が、「電話リレーサービスは大切な公共インフラである」と答弁され、2019 年 1 月

24 日より制度化に向けて国による検討が始まりました。 

 これに伴い、日本財団のモデルプロジェクトは 2021 年 3 月 31 日で終了し、その後の電話リ

レーサービス提供は国にお願いします。（日本財団ホームページより抜粋） 

☆日本財団電話リレーサービスのホームページから利用登録ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     （au のサービス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携帯会社のサービス 

 

  
「聞き取れない」の不安をなくして、あんしん通話 

・通話相手の言葉を文字に変換 

・入力した文字を音声再生 

２０１９年３月から NTT ドコモが提供しています。 

電話リレーサービス 

携帯電話に関する情報 

みえる電話（ＮＴＴドコモのサービス） 



                  



 

  

NET119 利用には、事前登録が必要です。 

インターネットからの申請か、窓口での申請（窓口：鹿児島市消防局  

報管理課）のいずれかの方法で登録申請をします。 

右の QR コードを読み取ると鹿児島市の NET１１９に空メールが送信でき、手続きができます。 

 

鹿児島県内では大隅曽於地区消防組合、大島地区消防組合がすでに NET１１９を導入して

います。２０２０年度中に導入予定の消防組合もあります。（下記地図参照） 

火災・救急・救助で救急隊・救助隊を必要とするとき通報できなくては困ります。 

電話リレーサービスは、緊急電話は対象外となっているので緊急時には使えません。 

ＮＥＴ１１９始め、下記のようなサービスがあります。自分の地域や生活に合った緊急通

報の手段を準備しておきましょう。 

 

 

 

通報方法 内容 

FAX119 
指定された FAX番号宛に通報する

仕組み。 

メール 119 
指定されたメールアドレスにメール

にて通報する仕組み。 

Web119 

指定された Web ブラウザで指定さ

れたページにアクセスして、チャット

などの方法で通報する仕組み。 

NET119 
スマホアプリでチャットなどの方法で

通報する仕組み。 

 

 

 



手話通訳者 要約筆記者 

手話通訳士 

どの試験も聴覚障害や福祉に関する幅広い知識

や国語力を求められる学科試験と実技試験があり

ます。音声に変わるコミュニケ―ション手段とし

てあらゆる場面に必要とされる技術です。 

資格取得後は通訳者として活躍してくださるこ

とを期待しています。 

令和元年度手話通訳者全国統一試験（手話通訳者）Ｒ2.3.2 発表 

 

２０１９年度全国統一要約筆記者認定試験Ｒ2.3.16 発表 

  受験者数 合格者数 合格率 

全国 手書き 563 名 145 名 26％ 

鹿児島県 手書き 9 名  2 名 22％ 

全国 パソコン 428 名 140 名 33％ 

鹿児島県 パソコン 5 名  １名 20％ 

             

              

田淵千春さん（鹿児島市）  牟田美紀子さん（鹿児島市） 

 

            

情報保障に関する試験   

   
  

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受験者数 合格者数 合格率 

全国 1881 名 377 名 ２０．０４％ 

鹿児島県  64 名  3 名 ４．６８％ 

令和元年 10 月 5 日（土）・6 日（日） 

「手話通訳技能認定試験（手話通訳士

試験）」が東京・大阪・熊本の３会場で

実施されました。手話通訳士は、より

専門性の高い手話技術が求められ、裁

判や警察、選挙関連など公的な場面で

の通訳を行うことができます。 

 

令和２年２月１６日（日） 

「全国統一要約筆記者認定試験」 

鹿児島会場としてハートピアかごしまで

実施されました 

要約筆記は、主に難聴者・中途失聴者の

方への文字情報支援です。 

手書きとパソコン 

があります。 

    

令和元年 1２月７日（土） 

「手話通訳者全国統一試験」 

鹿児島会場としてハートピアかごしまで実

施されました。この試験は、手話の入門、基礎

講座修了後、手話通訳者養成講座ⅠⅡⅢを修

了しないと受験することができません。 

 

第３１回手話通訳技能認定試験（手話通訳士）Ｒ2.1.31 発表 

 

緑川 晴美さん（奄美市）   

 

  

    

 

 受験者数 合格者数 合格率 

全国 1100 名 121 名 11.0％ 

鹿児島県   14 名   １名  7.1％ 

 

橋口尚美さ

ん 

（鹿児島市） 

・手書き 

堂園真由美さん 

（鹿児島市） 

・パソコン 

尾辻久美子さ

ん 

（鹿児島市） 

・手書き 

皆さん          

おめでとうございます！ 



新型コロナウイルス感染症について 

次の症状がある方は帰国者・接触者相談センターにご相談くださ

い。 

・風邪の症状や３７．５℃ 以上の発熱が４日以上続いている。 

・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。 

・高齢者や基礎疾患等のある人は、上の状態が２日以上続く場合。 

詳しくは 鹿児島県のホームページでご確認ください。  

 

鹿児島県 コロナウイルス で検索 

 

 帰国者・接触者相談センターの連絡先（ＦＡＸ）が記載されて 

います。 

「鹿児島県視聴覚障害者情報センター 

だより」はホームページでも読むことが

できます。 

     

 

 

 

情報センターからのお知らせ 

  
 

※５月７日（木）は休館日です。、 

５日（火）はこどもの日（祝日）の為開館しま

す。  

翌６日（水）も振替休日の為開館します。  

 

３月、４月は毎週火曜日が休館日です。 

５月もそれ以外は火曜日が休館日です。 

 

 

 

いよいよ、かごしま国体・かごしま大会の本番

が迫ってきました。 

今年は、東京オリンピック・パラリンピック

2020 も開催され、鹿児島でも聖火リレーがあり、

皆様の気分も盛り上がっているのではないでし

ょうか。 

情報支援ボランティアの皆様には２月末にボ

ランティア活動の配置決定をお知らせいたしま

した。４月に各会場別研修会を行い、５月のリハ

ーサル大会、更に１０月の本番に向けて準備を進

めてまいります。かごしま国体・かごしま大会の

成功に向けて「ワンチーム」心をひとつにして活

躍していただけることを楽しみにしております。

今後とも皆様のご協力をよろしくお願い致しま

す。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響で予定

が変更になる可能性があります。状況をみなが

ら、対応していきたいと思います。 

 

休館日のお知らせ ３月～５月 

クレジットカードの紛失や解約等、本人確認に「本人

の声」が求められます。全日本ろうあ連盟は経済産業

省に改善の要請をし、金融庁が日本クレジット協会

との意見交換の場を設定しました。連盟は音声以外

での本人確認や専用電話リレーサービスを配置した

好例も紹介しました。協会は「各社での対応は様々だ

が意見は全社で共有したい。」と回答。（新聞記事より

転載） 

本人確認に声は不可欠？ 

情報支援ボランティア

事務局より 

 

鹿児島県視聴覚障害者情報センター 

 

 

聴覚障害者への情報 

 

情報センターだより 

令和２年度 手話講座生 募集  

「手話を学ぼう」   

 
県内在住の「聞こえにくい人・聞こえない人・

中途失聴者・難聴者（聴力低下を感じ、コミュニ

ケーションに不安のある人）が対象です。 

・５月から２月までの毎月第３水曜日 

・ハートピアかごしま ・１３：３０～１５：３

０ 

※住所、氏名、FAX 番号を記入し、往復ハガキ、

FAX、またはメールで申し込んでください。 

申込締切は５月８日（金） 

自主制作番組 あいかごしま 3月号 

「警察認知機能検査と高齢者講習」 

 

高齢者講習は７ ０ 歳から７ ４ 歳までの方の運転

免許更新時に受講します。 

７ ５ 歳以上の方は認知機能検査と高齢者講習を

受講します。 

免許更新の 6ケ月前から受講できます。自動車教

習所などに予約が必要です。 

あいかごしまでは認知機能検査の詳しい内容や

手続き等を説明しています。 

新作 

https://kagoshimakokutai2020.jp/wp-content/uploads/2019/07/ぐりファミ謝辞.png

